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４． 医療等の現場での活用について 

 

４．１ ＩＣカードの機能を使用した医療保険資格確認 

（１）ＩＣカードの機能を使用したオンラインによる医療保険資格の確認 

現在想定している仕組みに基づき、医療機関等を受診した際の社会保障カ

ード（仮称）を用いたオンラインによる医療保険資格の確認方法のイメージ

を以下に示す（図４－１参照）。 

オンラインによる医療保険資格の確認方法のイメージ
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中継データベース

医療保険者A

医療保険者B

医療保険者C

・
・

各保険者等（※）の
資格情報データベース

①社会保障カード
（仮称）を提示

③医療機関から中継データ
ベースにオンラインで
アクセスし、資格を確認

②医療機関は、
提示された社会
保障カード（仮称）
をカード読取機に
セット

中継データベースが持つ情報の
イメージ

・ 本人識別情報
・ 各制度の被保険者記号番号
（・ 公費負担者番号 ） 等

④資格内容を
問い合わせ

※複数の保険者が共同
して資格情報ＤＢを運営
する場合もあり得る。

⑤
資格情報を
画面に表示

・中継データベースは被保険者の資格・給付
情報等を保有せず、各保険者は、本人を
特定する鍵となる情報や他の保険者が管理
する被保険者記号番号を保有しないと想定

・被保険者は自分の資格情報へのアクセス
履歴を自分で確認できるものとする
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医療機関におけるオンラインによる医療保険資格の確認方法のイメージ

 

図４－１：医療機関におけるオンラインによる医療保険資格の確認方法のイメ

ージ 

 

 「これまでの議論の整理」でも述べたように、医療機関等の窓口で本人確

認のための暗証番号の入力を患者である利用者本人に求めることは、急患で

利用者本人に意識がない場合や医療機関等の窓口業務への支障を考慮する

と、困難であると考えられる。 

したがって、セキュリティ上の観点から、利用者による暗証番号の入力無

くオンラインでの資格確認を行うためには、医療機関等の職員が、券面の情

報により正しいカードであること、及び提示した本人のカードであることを

確認した上で、医療機関等の職員の認証を行う必要がある。 

 

 




